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(57)【要約】
【課題】回転口金の回転と反転が急激に切り替わること
を防止して、より均一性の高い麺線になるような麺線よ
り掛け装置を提供する。
【解決手段】回転口金を反転駆動させるための口金連動
機構９が、機枠の左右方向に沿って固定され表面に磁極
を有する着磁ラック体91Mと、回転口金が連動する伝動
軸82に設けられ外周部に磁極を有する最終着磁回転体92
Mと、着磁ラック体91Mと最終着磁回転体92Mの間に非接
触状態で配設されるように往復動枠６に軸支された、外
周部に磁極を有する少なくとも一つの中間着磁回転体93
Mと、を備えることで、往復動枠６の左右往復スライド
運動と連動して、着磁ラック体91Mとの間に生じた磁力
の作用によって中間着磁回転体93Mが回動するとともに
、この回動運動が伝動軸82に取り付けられた最終着磁回
転体92Mに磁力の作用によって伝達されることで、回転
口金が回動するように構成した麺線より掛け装置とした
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機枠と、
この機枠に対して前進後退可能な移動台と、
この移動台に取付けられ一定角度左右に揺動する揺動腕と、
この揺動腕に支持された左右一対の麺掛棒と、
前記機枠に左右にスライド運動自在に取付けられた往復動枠と、
この往復動枠に取付けられ、往復動枠の左右往復スライド運動に伴って左右往復直線運動
する麺線誘導管と、
この麺線誘導管の先端部に取付けられた回転口金と、
この回転口金に設けた口金ギヤに噛み合う伝動ギヤが取り付けられ、前記往復動枠に支持
された伝動軸と、
この伝動軸を前記往復動枠の左右往復スライド運動と連動させて正逆反転回転させること
で前記回転口金を回動させる口金連動機構と、を備え、
　麺掛棒の揺動の間をぬって麺線誘導管が左右往復直線運動するように往復動枠を左右に
往復スライド運動させることで、回転口金を回動させながら、麺掛棒に麺線を綾掛けする
麺線より掛け装置であって、
　前記口金連動機構が、
前記機枠の左右方向に沿って固定され表面に磁極を有する着磁ラック体と、
前記伝動軸に設けられ外周部に磁極を有する最終着磁回転体と、
前記着磁ラック体と前記最終着磁回転体の間に非接触状態で配設されるように前記往復動
枠に軸支された、外周部に磁極を有する少なくとも一つの中間着磁回転体と、を備えるこ
とで、
　往復動枠の左右往復スライド運動と連動して、着磁ラック体との間に生じた磁力の作用
によって中間着磁回転体が回動するとともに、この回動運動が伝動軸に取り付けられた最
終着磁回転体に磁力の作用によって伝達されることで、回転口金が回動するように構成し
た麺線より掛け装置。
【請求項２】
　着磁ラック体は、
表面にＮ極とＳ極の磁極が左右長手方向に沿って交互に連続形成されており、
最終着磁回転体及び中間着磁回転体は、
外周面にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成されている、
請求項１記載の麺線より掛け装置。
【請求項３】
　中間着磁回転体を複数個備え、複数個の中間着磁回転体が順次連動して最終着磁回転体
に回動運動を伝達するように構成した、請求項１又は２記載の麺線より掛け装置。
【請求項４】
　伝動軸に取り付けられた伝動ギヤに換えて外周面にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成
されている伝動着磁回転体を用い、回転口金に設けた口金ギヤに換えて外周面にＮ極とＳ
極の磁極が交互に連続形成されている口金着磁回転体を用いることで、前記伝動着磁回転
体の回動運動が前記口金着磁回転体に非接触で伝達されるように構成した、
請求項１～３何れか記載の麺線より掛け装置。
【請求項５】
　請求項１～４何れか記載の麺線より掛け装置における、口金連動機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、麺線を所定の細さに引き延ばして製麺するために、機械的に２本一対の麺掛
棒に麺線を綾掛け（８の字掛け）する麺線より掛け装置、およびこの様な麺線より掛け装
置に用いられる口金連動機構に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　麺の製法として普及している代表的なものは、手延べ式製麺方法と機械式製麺方法の２
種類がある。そのうち手延べ式製麺方法は、まず最初に、多加水状の生地を１本の太い麺
棒状に切り出し、段階的に引き延ばしと熟成を交互に数回繰り返して除々に細くして麺線
を製造する。次に、麺線より掛け装置（かけば機とも称される）で２本の麺掛棒に麺線を
８の字掛けに連続して引っ掛ける。そして、熟成を重ねるごとに２本の麺掛棒を順次大き
く開いて麺線を更に引き延ばし、グルテン繊維を細長くしめあげて麺の強靱性を高めると
いう方法である。
【０００３】
　ここで、２本の麺掛棒へ麺線を綾掛け（８の字掛け）するための麺線より掛け装置とし
ては、２本の麺掛棒を挿着した揺動腕を一定角度左右に揺動しながら後退させ、その反転
する一対の麺掛棒の間をぬって麺線誘導管を左右に往復直線運動させて、麺線誘導管を通
してその先端から供給される麺線を両麺掛棒に８の字掛けするものがある。
【０００４】
　このような麺線より掛け装置においては、麺掛棒への麺線より掛け（綾掛け）に関して
、麺線の誘導及びより掛けを円滑にするためなどの目的で、麺線誘導管の先端部に回転口
金を設けて麺線に捻りを加えることが多い。この回転口金は通常、麺線誘導管の左右往復
直線運動と連動して回転及び反転を繰り返す回転運動（回動又は回動運動とも称する）を
行うように構成されており、このような回動する回転口金を備えた麺線より掛け装置とし
ては、下記特許文献１（従来技術として開示）や特許文献２に記載されたものがある。
【０００５】
　ここで、図５（特許文献１における図５に準拠）に示すように回転口金８には口金ギヤ
81が設けられており、この口金ギヤ81に噛み合う伝動ギヤ83が取り付けられた伝動軸82を
麺線誘導管の左右往復直線運動と連動して回動させる従来のメカニズム（従来の口金連動
機構）について、図６（特許文献１において従来例を示す図７から引用）を用いて説明す
る。
【０００６】
　図６に示すように、従来の口金連動機構はいわゆるラック・アンド・ピニオン方式を用
いたものであり、機枠にラックcを固定し、麺線誘導管aを支持した左右往復スライド運動
する往復動枠dに前記ラックcに噛み合うギヤeとこのギヤeから順次噛み合う数枚の中間ギ
ヤfを軸支し、この中間ギヤfのうち最後のギヤを最終ギヤとして伝動軸(図５では82)に取
り付けて、伝動軸(82)を正逆反転回転させることで、回転口金b(図５では８)を回動させ
る構成としていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第２５１２６８８号公報（請求項２、図７）
【特許文献２】特開平９－１１７２４８号公報（実施例、図１～図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、上述したような、麺線誘導管の左右往復直線運動（往復動枠の左右往復スライ
ド運動）と連動して回動する回転口金を備えた従来の麺線より掛け装置では、いわゆるラ
ック・アンド・ピニオン方式を利用した口金連動機構を用いていたため、麺線誘導管が左
右に方向転換する際に回転口金の回転方向が一気に反転して麺線に急激な力が作用してし
まい、麺線の均一性が損なわれることがあった。麺線誘導管が左右に方向転換する際に、
麺線に急激な力が作用しにくくして、より均一性の高い麺線になるような麺線より掛け装
置が求められていた。
【０００９】
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　本発明は、上述の事柄に留意してなされたものであって、従来の麺線より掛け装置にお
ける口金連動機構を改良することによって、回動している回転口金の回転と反転がマイル
ドに切り替わるようにし、これによって、麺線の仕上がりをより均一にすることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の麺線より掛け装置は、機枠と、この機枠に対して
前進後退可能な移動台と、この移動台に取付けられ一定角度左右に揺動する揺動腕と、こ
の揺動腕に支持された左右一対の麺掛棒と、機枠に左右にスライド運動自在に取付けられ
た往復動枠と、この往復動枠に取付けられ、往復動枠の左右往復スライド運動に伴って左
右往復直線運動する麺線誘導管と、この麺線誘導管の先端部に取付けられた回転口金と、
この回転口金に設けた口金ギヤに噛み合う伝動ギヤが取り付けられ、往復動枠に支持され
た伝動軸と、この伝動軸を往復動枠の左右往復スライド運動と連動させて正逆反転回転さ
せることで回転口金を回動させる口金連動機構と、を備え、麺掛棒の揺動の間をぬって麺
線誘導管が左右往復直線運動するように往復動枠を左右に往復スライド運動させることで
、回転口金を回動させながら、麺掛棒に麺線を綾掛けする麺線より掛け装置を前提として
おり、口金連動機構が、機枠の左右方向に沿って固定され表面に磁極を有する着磁ラック
体と、伝動軸に設けられ外周部に磁極を有する最終着磁回転体と、着磁ラック体と最終着
磁回転体の間に非接触状態で配設されるように往復動枠に軸支された、外周部に磁極を有
する少なくとも一つの中間着磁回転体と、を備えることで、往復動枠の左右往復スライド
運動と連動して、着磁ラック体との間に生じた磁力の作用によって中間着磁回転体が回動
するとともに、この回動運動が伝動軸に取り付けられた最終着磁回転体に磁力の作用によ
って伝達されることで、回転口金が回動するように構成した麺線より掛け装置とした。
【００１１】
　この麺線より掛け装置は、口金連動機構が、着磁ラック体と中間着磁回転体と最終着磁
回転体とを備え、磁力の作用によって非接触で伝動軸を正逆反転回転させるため、回転口
金に麺線の負荷がかかった状態において、回転口金の回転と反転がマイルドに切り替わる
ようになる。
　また、従来の麺線より掛け装置では、中間ギヤ等の摩耗粉が麺線に付着する可能性があ
ったが、非接触で動力伝達を行うため、回転ギヤの摩耗粉等が麺線に付着する可能性が低
い麺線より掛け装置を提供することができる。
　さらに、口金連動機構が、非接触で伝動軸に動力伝達を行うため、回転口金への動力伝
達が静かに行われ、騒音を低減できる麺線より掛け装置とすることができる。
【００１２】
　このとき詳細には、着磁ラック体は、表面にＮ極とＳ極の磁極が左右長手方向に沿って
交互に連続形成されており、最終着磁回転体及び中間着磁回転体は、外周面にＮ極とＳ極
の磁極が交互に連続形成されている、麺線より掛け装置とすることができる。
【００１３】
　またこのとき、中間着磁回転体を複数個備え、複数個の中間着磁回転体が順次連動して
最終着磁回転体に回動運動を伝達するように構成した麺線より掛け装置とすることもでき
る。
【００１４】
　この麺線より掛け装置は、複数個の中間着磁回転体が順次連動して最終着磁回転体に回
動運動を伝達することによって、より一層、回転口金の回転と反転がマイルドに切り替わ
るようになる。
【００１５】
　またこのとき、伝動軸に取り付けられた伝動ギヤに換えて外周面にＮ極とＳ極の磁極が
交互に連続形成されている伝動着磁回転体を用い、回転口金に設けた口金ギヤに換えて外
周面にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成されている口金着磁回転体を用いることで、伝
動着磁回転体の回動運動が口金着磁回転体に非接触で伝達されるように構成した、麺線よ
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り掛け装置とすることもできる。
【００１６】
　この麺線より掛け装置は、より一層、回転口金の回転と反転がマイルドに切り替わるよ
うになる。また、従来の麺線より掛け装置では、麺線付近に位置している口金ギヤと伝動
ギヤの摩耗粉等が麺線に付着する可能性があったが、本発明の麺線より掛け装置では、こ
のような心配がない。
【００１７】
　また、前記課題は、上述した麺線より掛け装置における口金連動機構によっても解決さ
れる。さらに、前記課題は、上述した麺線より掛け装置における口金連動機構の構成要素
である、最終着磁回転体、少なくとも一つの中間着磁回転体、及び最終着磁回転体の組合
せ品を提供することによっても解決される。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明により、回転口金の回転と反転がマイルドに切り替わり、これによって、麺線の
仕上がりを従来よりも均一にしやすい麺線より掛け装置および口金連動機構を提供するこ
とができる。
　また、本発明により、ギヤの摩耗粉等が麺線に付着する可能性が低い麺線より掛け装置
および口金連動機構を提供することができる。
　さらに、本発明により、回転口金への動力伝達が静かに行われ、騒音を低減できる麺線
より掛け装置および口金連動機構を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の口金連動機構を示す概略拡大図である。
【図２】本発明の麺線より掛け装置の概略正面図である。
【図３】本発明の麺線より掛け装置の一部を切欠した概略左側面図である。
【図４】本発明の麺線より掛け装置の概略背面図である。
【図５】麺線の麺掛け状態を示す平面図である。
【図６】従来の口金連動機構を示す概略拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図１～図５を用いて本発明の麺線より掛け装置等を例示説明する。なお、図１は
、図３におけるＡ－Ａ‘断面の矢印方向から往復動枠６側を見た状態を示す拡大図であり
、図３は、説明の便宜上、一部を切欠して、本来図中右上に存在するギヤボックス２及び
プーリー25などを省略した状態を示してある。
　また、以下の実施形態はあくまで本発明を例示説明するものであって、本発明は、以下
の具体的な実施形態に限定されるものではない。
【００２１】
　本発明の麺線より掛け装置は、後述する口金連動機構９の他に、機枠１、移動台３、揺
動腕４、左右一対の麺掛棒５、往復動枠６、麺線誘導管７、回転口金８及び伝動軸82を備
える。まず最初に口金連動機構９以外の構成要素について説明する。
【００２２】
［口金連動機構以外の構成要素］
　図２～５において、ベースとなる機枠１の前後方向（正面図である図２においては図に
向かって手前～奧方向）に沿って一対の平行案内軸11が互いに平行に架設されている。ま
た、機枠１には平行案内軸11と平行に送りネジ軸12が設けられている。そして、図３に示
すように、送りネジ軸12に対する係合レバー13の係合又は外脱操作により平行案内軸11に
沿って一定速度で後進又は一気に前進できる移動台３が設けてある。
【００２３】
　この移動台３には、図４に示すように、左右一対の麺掛棒５を概ね水平に挿着できる支
持部41を両端部に備え、それぞれ中央の支軸40を中心に一定角度左右に揺動される揺動腕
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４が上下に二段取り付けられている。
【００２４】
　この揺動腕４は、機枠１の一方側上部に設けたギヤボックス２から取り出された駆動軸
21およびクランク運動機構22で機枠１に軸架した反転軸23を左右に回動させ、連杆24で左
右に揺動するように構成されている。
【００２５】
　一方、図２に示すように、機枠１の前方側上部（手前側上部）には、機枠に対して左右
に往復スライド運動自在の往復動枠６が設けられている。この往復動枠６は、上下平行に
架設された案内軸16に沿って、ギヤボックス２より取り出された駆動軸21に固定されたプ
ーリー25の回転によって、連杆26を介して左右水平に往復スライド運動するように構成さ
れている。
【００２６】
　往復動枠６には、上下に二段の麺線誘導管７が、それぞれの基端部が往復動枠６に固定
されて先端部が一対の麺掛棒５の基端方向を向くように、麺掛棒５と概ね平行に延設され
ている。この麺線誘導管７の先端部には、それぞれ回転口金８が装着されている（図３及
び図５）。
【００２７】
　図５に示すように、回転口金８の基端部には口金ギヤ81が設けられており、この口金ギ
ヤ81と噛み合う伝動ギヤ83が先端部に取り付けられた伝動軸82が麺線誘導管７に沿って架
設されている。伝動軸82の基端部は、伝動軸82が正逆反転回転自在となるように往復動枠
６に支持されている（図１）。上記構成により、伝動軸82を正逆反転回転させることによ
って、これと連動して回転口金８が回動することになる。
【００２８】
［口金連動機構］
　次に、本発明の特徴である新規構成の口金連動機構について説明する。口金連動機構９
は、往復動枠６の左右往復スライド運動と連動させて回転口金８を回動させるために、往
復動枠６の左右往復スライド運動と連動させて伝動軸82を正逆反転回転させる機構である
。前述した通り、従来の口金連動機構はラック・アンド・ピニオン方式を用いていた。以
下、本発明の口金連動機構９について図１を用いて説明する。
【００２９】
　本発明の口金連動機構９は、着磁ラック体91Mと最終着磁回転体92Mと中間着磁回転体93
Mとを備えている。着磁ラック体91Mは、表面にＮ極とＳ極の磁極が長手方向に沿って交互
に連続形成されている長尺体であり、機枠１の左右方向に沿って固定されている。本実施
例では、磁極が上方を向くように着磁ラック体91Mが機枠１に固定されている。
【００３０】
　一方、最終着磁回転体92Mは、外周部にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成されている
扁平円柱体であり、伝動軸82の基端部側に取り付けられている。
【００３１】
　そして、中間着磁回転体93Mは、外周部にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成されてい
る扁平円柱体であり、着磁ラック体91Mとの間に生じた磁力の作用によって得られる中間
着磁回転体93Mの回動運動が同じく磁力の作用によって最終着磁回転体92Mに伝達されるよ
うに、着磁ラック体91Mと最終着磁回転体92Mそれぞれとの間に僅かな間隔をおいて両者と
非接触状態で配設されるよう往復動枠６に軸支されている。ここで、上記僅かな間隔とし
ては、磁力の作用によって動力伝達される範囲であれば特に制限されず、また磁力の強さ
とも深く関係するが、０．１～１０ｍｍが好ましく、０．２～２ｍｍが更に好ましい。
【００３２】
　本実施形態では、上下二段の麺線誘導管７を備えており、上側の伝動軸82に取り付けら
れた最終着磁回転体92Mと着磁ラック体91Mとの間には一つの（第一の）中間着磁回転体93
Mが、着磁ラック体91Mと最終着磁回転体92Mの両者と非接触状態で配設されている。
【００３３】
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　一方、下側の伝動軸82に取り付けられた最終着磁回転体92Mと着磁ラック体91Mとの間に
は、前記（第一の）中間着磁回転体93Mと、この（第一の）中間着磁回転体93Mの回動運動
が磁力の作用によって伝達されて、これと連動して回動する薄厚の（第二の）中間着磁回
転体93Mと、この（第二の）中間着磁回転体93Mの回動運動が磁力の作用によって伝達され
て、これと連動して回動する（第三の）中間着磁回転体93Mと、の合計三つの中間着磁回
転体93Mが互いに非接触状態で配設されており、これら複数個の中間着磁回転体が順次連
動して最終着磁回転体92Mに回動運動を伝達するように構成されている。
　なお、本実施形態では、着磁ラック体91Mと（第二の）中間着磁回転体93Mの厚みを薄く
して、両者を重ねた厚みが（第一の）中間着磁回転体93Mの厚みとほぼ等しいか若干薄く
なるように構成されている。また、着磁ラック体91Mと、これに一部が重なっている（第
二の）中間着磁回転体93Mとの間には、磁気シールドプレートや磁場シールドプレートを
配設することが好ましい。例えば、着磁ラック体91Mの裏側面（（第二の）中間着磁回転
体93Mを向く面）にこれらのプレートを貼付することができる。
【００３４】
　このような構成により、往復動枠６の左右往復スライド運動と連動して、着磁ラック体
91Mから受けた磁力の作用によって中間着磁回転体93Mが非接触で回動するとともに、この
中間着磁回転体93Mの回動運動が磁力の作用によって最終着磁回転体92Mに非接触で伝達さ
れる。その結果、往復動枠６の左右往復スライド運動と連動して伝動軸82が正逆反転回転
し、麺線誘導管７の先端部の回転口金８が回動するのである。
【００３５】
　なお、僅かな間隔をおいて対向する着磁ラック体91Mと中間着磁回転体93M、中間着磁回
転体93M同志、及び中間着磁回転体93Mと最終着磁回転体92Mの磁極の長さがほぼ同じにな
るように、着磁ラック体91Mの磁極の長さ、並びに中間着磁回転体93M及び最終着磁回転体
92Mの磁極の長さや径などが決定されることが好ましい。
【００３６】
［麺線より掛け装置の使用方法］
　上記本発明の麺線より掛け装置は、前述した従来の麺線より掛け装置と同様の手順によ
って、麺線を一対の麺掛棒に綾掛け（８の字掛け）することができる。
【００３７】
　具体的には、まず、麺線誘導管７の基端開口から麺線Ｍを内部に導入通過させ、麺線誘
導管７の先端部に設けられた回転口金８から麺線Ｍの先を出す。次に、この麺線Ｍの先を
、移動台３に枢架した揺動腕４の両端部に挿着した２本一対の麺掛棒５の何れかに巻き止
める。そして、支軸40を中心に揺動腕４を一定角度左右に揺動しながら、送りネジ軸12の
回転と、このネジ軸12への係合操作によって所定速度で後進する移動台３を介して後退さ
せつつ、一対の麺掛棒５の揺動の間をぬって、往復動枠６に取り付けられた麺線誘導管７
を左右往復直線運動させることによって、麺線Ｍを一対の麺掛棒５に綾掛けするのである
。この際、前述したように、往復動枠６の左右往復スライド運動と連動して回転口金８が
回動する（回転と反転を繰り返す）ため、これと連動して麺線Ｍに左右交互に捻りが加わ
ることになる。
【００３８】
　移動台３が所定位置に後退して上下各一対の麺掛棒５の所定幅に麺線Ｍの綾掛けが終わ
れば、揺動腕４の左右に新しい麺掛棒５を挿入して差し替え、移動台３を一気に麺線誘導
管７側の所定位置まで移動させ、麺線誘導管７から出た麺線Ｍの端を巻き止めした後、上
記と同様の作業を繰り返して一対の麺掛棒に綾掛けするのである。
【００３９】
　上記麺線より掛け装置では、磁力の作用によって非接触で伝動軸を正逆反転回転させる
ため弾性的に動力伝達できるようになり、回転口金に麺線の負荷がかかった状態において
、回転口金の回転と反転が一気に切り替わりにくくマイルドに切り替わるようになり、従
来よりも均一な状態の麺線を麺掛棒に綾掛けすることができた。これによって、後工程で
麺掛棒を順次大きく開いて麺線を引き延ばす際に、麺線が切れにくくなったり太さが揃い
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【００４０】
　以上、特定の実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態に限定さ
れるものではなく、当該技術分野における熟練者等により、本出願の願書に添付された特
許請求の範囲から逸脱することなく、種々の変更及び修正が可能である。
【００４１】
　例えば、上記実施形態では、麺線誘導管及び揺動腕が上下二段の場合について説明した
が、これに限定されず、一段のみや上下二段以上であってもよい。
【００４２】
　また、上記実施形態では、回転口金に口金ギヤを設けるとともに伝動軸に伝動ギヤを取
り付けて接触状態で動力伝達されるように構成したが、これに限定されず、伝動ギヤに換
えて外周面にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成されている伝動着磁回転体を用い、口金
ギヤに換えて外周面にＮ極とＳ極の磁極が交互に連続形成されている口金着磁回転体を用
いることで、伝動着磁回転体の回動運動が口金着磁回転体に非接触で伝達されるように構
成してもよい。
【００４３】
　また、上記実施形態では、麺線誘導管の基端開口から麺線を内部に直接導入したが、こ
れに限定されず、導入される麺線をガイドするローラを備えた麺線誘導枠を麺線誘導管の
基端開口側に取り付けてもよい。
【符号の説明】
【００４４】
１　機枠
　12　送りネジ軸
２　ギヤボックス
３　移動台
４　揺動腕
５　麺掛棒
６　往復動枠
７　麺線誘導管

８　回転口金
81　口金ギヤ
82　伝動軸
83　伝動ギヤ

９　口金連動機構
　91M　着磁ラック体
　92M　最終着磁回転体
　93M　中間着磁回転体

Ｍ　麺線
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